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の古昔に当て羅馬人は “mens sana in cor-








































具体的には、大正 12 年 9 月の関東大震災
のあと「国民精神作興に関する詔書」が発布
され、のち枢密議員議長であった清浦奎吾が

























をとると、その翌年 2 月に第 1 回の普通選挙
実施、共産党系の無産政党の活動・躍進に危
機感を抱いた政府は、「思想の善導」を大義
















































































































































































































































































競技』1928 年 6 月号。この引用も坂上が
すでに指摘している。このほかにも肉体の
欠陥が左翼思想への傾斜を促がすとの言説
が多数紹介されている。
vi 　ヴァンダーレンほか前掲書参照。
vii　実際にはローマの諷刺詩人の文句が、
北豊吉前掲論稿ではこのように記されてい
る。
viii　疑問をもつ人がいなかった訳ではない。
たとえば、『耕作者』『生活学校』を刊行し
た教育運動家の戸塚廉（1907 － 2007）は
次のように述べている。
誰も體育の効果について疑ふものはない。
ほとんど全國民が何らかの形で體育に参
加し、それから利益を得てゐる……しか
し、本當にさうだらうか。吾々の周圍で
行はれているスポーツの隆盛、あれが本
當の體育の発展であらうかと考へてみる
と、直ちに肯定することが出来ないもの
がある。小学校の実情を見ても、スポー
ツに熱中してゐる先生はあまり教育には
熱中してゐない人に多い。……稀に優秀
な人が趨勢を正しきに置き換へんとして
努力してゐることを否むものではない。
……健康な身体に健康な精神が宿るとい
ふことが本當であるとすれば、これは実
におかしな話ではないか。健全な身體に
不健全な精神が宿るのが現状だとすると、
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これはスポーツ組織の重大な欠陥を示す
ものだと考えられなくてはならない（傍
線筆者、「體育をどうする──児童文化
運動の研究（九）──」『生活学校』昭和
一〇年九月号、この文章は入江克己『大
正自由体育の研究』不昧堂、1993 年に
おいて別の文脈で紹介されている）。
ix 　たとえば、鶴見俊輔「言葉のお守り的使
用法について」（『鶴見俊輔集（3）』筑摩書
房、1992 年）あたりを参照されたい。
